
放 射 線 治 療 科

｜スタッフ｜

氏　名 専門医資格等 専門分野 得意疾患

医 師 植木　一仁
日本放射腺腫瘍学会および日本医学放射線学会
　放射線治療専門医
京都大学博士（医学）

放 射 線 治 療 全
般、肺がん、高
精度放射線治療

｜2024年度の主な取組｜

施設認定等
・日本医学放射線学会総合修練施設
・日本放射線腫瘍学会認定施設

診療科の特徴
　様々な臓器のがんに対して、画像誘導放射線治療（IGRT）、定位照射（SRS, SRT）、強度変調放射線治療

（IMRT）を施行しています。
　①各診療科との協働
　　�院内の各種がん診療科と定期的にカンファレンスを開催し、臨床病期・治療選択・経過観察において、

様々な検討を行って最適ながん診療を提供しています。
　②オンコロジックエマージェンシー
　　�がん診療における緊急状態（有症状脳転移、脊髄麻痺など）に対して、積極的かつ迅速に対応しています。
　③骨転移カンファレンス
　　2023年11月に再開。多職種参加にて、症例の共有と治療方針検討を行っています。
　④研究活動
　　�京都大学および関連病院と連携し、国内の各種の臨床試験にも積極的に参加しています。
　　日々の臨床の中で、新規照射法を検討しています。

診療内容（対象疾患・専門疾患）
・根治照射から緩和照射まで、悪性腫瘍全般に幅広く対応しています。
・良性疾患（バセドウ眼症、ARMD、ケロイドなど）にも積極的に対応しています。

専門医資格等
日本放射腺腫瘍学会および
日本医学放射線学会　
　放射線治療専門医
日本がん治療認定医機構
　がん治療認定医
臨床研修指導医
京都大学医学部臨床教授

専門分野
放射線治療全般、乳がん、
食道がん、脳腫瘍

高度放射線療法部長
診療科長
荒木　則雄
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主な対象疾患
悪性腫瘍全般

｜診療実績｜

主な手術・検査の件数（2024年度）

放射線治療 172件

JASTRO分類 2021年度 2022年度 2023年度 2024年度

脳脊髄 11 11 5 8

頭頸部 38 58 47 54

⾷道 24 27 18 24

肺気管縦隔 102 93 106 94

乳腺 84 93 78 85

肝胆膵 28 26 24 12

消化器 26 25 30 23

婦⼈科 26 28 45 39

泌尿器 72 79 74 72

⾎液・リンパ 11 16 14 18

⽪膚・⾻軟部 1 2 1 1

その他悪性腫瘍 4 4 0 0

良性 2 9 5 6

合　計 429 471 447 436

2022年度 2023年度 2024年度

定位照射

脳転移・脳腫瘍 13 10 10

肺 13 15 10

肺転移 2 3 2

肝臓 13 11 2

⾻ 12 6 3

その他オリゴ転移 6 8 3

定位照射⼩計 59 53 30

IMRT

脳 8 2 2

頭頸部 28 34 36

⾷道 13 7 9

乳腺 3 5 6

肺/気管縦隔腫瘍 7 9 19

肛⾨、直腸 1 5 1

肝胆膵 0 1 0
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2022年度 2023年度 2024年度

IMRT

婦⼈科 14 25 27

前⽴腺 36 36 37

リンパ腫 2 2 5

IMRT⼩計 112 126 142

⾼精度照射合計 171 179 172

｜学術活動報告（学会・研究発表など）｜

発表年月日	 発表学会
演題名 等 ／ 演者（下線は当院所属）

2024.11.21-23	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会
「肺癌根治照射中のリンパ節領域の位置変動量に影響を与える要因探索」
植木　一仁、中村　光宏、荒木　則雄

2024.11.21-23	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会
「円筒型半導体検出器における至適CT値の決定」
松本　一繁、戸川　謙太、仲山　暁介、小嶋　智大、池上　周平、若畑　旬弥、川北　欣弘、中村　光宏
植木　一仁、荒木　則雄

2024.11.21-23	 日本放射線腫瘍学会第37回学術大会
「円筒型半導体検出器を用いた異なる線量計算アルゴリズムによる患者QAの比較」
戸川　謙太、仲山　暁介、松本　一繁、小嶋　智大、池上　周平、若畑　旬弥、川北　欣弘、中村　光宏
植木　一仁、荒木　則雄

｜投稿論文など｜

論文種類 ／ タイトル ／ 著書・雑誌名，巻，号，ページ，発行年月，出版社
著者（下線は当院所属）

[原著論文]
Quality of palliative radiotherapy assessed using quality indicators: a multicenter survey
Journal of radiation research, 65, 4, 532-539, 2024.07
Saito T, Shikama N, Takahashi T, Nakamura N, Mori T, Nakajima K, Koizumi M, Sekii S, Ebara T, 
Kiyohara H, Higuchi K, Yorozu A, Nishimura T, Ejima Y, Harada H, Araki N, Miwa M, Yamada K, 
Kawamoto T, Imano N, Heianna J, Nozaki M, Wada Y, Ohkubo Y, Uchida N, Watanabe M, Kosugi T, 
Miyazawa K, Yasuda S, Onishi H.

[原著論文]
A Case of Radiation Nephropathy Complicated by Tubulointerstitial Nephritis with Predominantly 
Lymphocyte and Plasma Cell Infiltration
Internal medicine (Tokyo, 1992), 2024.11
Kosaka T, Takaori K, Izumiya A, Hirai D, Koizumi M, Yamamoto S, Mii A, Shimizu A, Nakamura K, 
Araki N, Seta K.

[原著論文]
Optimal Duration of Consolidation Durvalumab Following Chemoradiotherapy in Stage III Non-Small Cell 
Lung Cancer: A Multi-institutional Retrospective Study
Targeted oncology, 20, 1, 161-169, 2025.01
Doi H, Matsuo Y, Kishi N, Ogura M, Mitsuyoshi T, Ueki N, Ueki K, Fujii K, Sakamoto M, Atsuta T, 
Katagiri T, Sakamoto T, Narabayashi M, Ohtsu S, Fujishiro S, Kishi T, Mizowaki T; Kyoto Radiation 
Oncology Study Group (KROSG).

[原著論文]
Improvement in Quality of Life and Dysphagia After Palliative External Beam Radiotherapy for Malignant 
Esophageal Stenosis of Esophageal Cancer
JCO oncology practice, 2025.03
Sakanaka K, Fujii K, Kokubo M, Ogura M, Itasaka S, Sakamoto T, Araki N, Takagi T, Kosaka Y, 
Okumura S, Yamauchi C, Inoo H, Abe H, Ishikawa H, Mizowaki T; Kyoto Radiation Oncology Study 
Group.
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